
資料１ 

 

令和４年度予算案及び事業計画について 

 

Ⅰ 公文書館の組織 (企画総務局総務課の出先機関)   (令和４年度)  

    

     常勤職員    6 名 

    非常勤職員等  11 名  

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 令和４年度の予算及び主要事業 

１ 予算額 ５０，４４８千円 

  内訳 

事業名 
予算額 

（千円） 
特記事項 

公文書館の管理運営 ３３，０５４ 
施設管理運営 

デジタルアーカイブ・システム運用等 

情報公開・個人情報保護制度の運用 ４７５ 審議会開催等 

公文書館紀要の編修発行 ２５９ 紀要３５号の発行 

保存文書の管理事務 ３，６６０ 
公文書等のデジタル化・資料保存対

策等 

公文書館の施設整備 １３，０００ 閲覧室等空調設備更新 

合   計 ５０，４４８  

  ※職員給与、報酬及び賃金を除く 

   

主幹(事)主任 1     

主事 2  

主事（シニア） 3  うち 1名は短時間（非常勤） 

事務指導員 1  

公文書館業務推進員 3 
  非常勤職員 

歴史資料専門員 5 

事務補助員 1  

 

公文書館長 



 

 

 

２ 主要事業（計画） 

  令和４年度は、主要事業として以下の事業を実施する計画である。 

 ⑴ Ｗｅｂ配信 

  ア Ｗｅｂ展示会（当該年度及び過年度開催展示会のＷｅｂ版作成・公開） 

  イ デジタルギャラリー【絵葉書資料】（川・橋等） 

  ウ デジタルギャラリー【広島市基礎資料】（広島市報、市広報紙等） 

  エ コレクション紹介（都築正男資料、復興青年運動資料） 

 ⑵ デジタルアーカイブ・システムへの登録 

  ア 公文書等（未登録の役場文書目録、個人寄贈資料目録の資料の登録） 

  イ 写真・絵はがき（寄託資料、個人寄贈資料、市史等編さん資料等の登録） 

  ウ 地図・航空写真（著作権保護期間を満了した地図等の登録を検討） 

 ⑶ 資料活用促進事業 

  ア 展示会の開催 

    令和４年度は、紀要で取り上げた資料群や整理・公開が完了したコレクション等を

紹介する企画展を次のとおり開催する。 

展示会の展示資料・キャプション等は、ホームページのＷｅｂ展示会にも登録し、

来館できない方が資料に触れる機会を提供する。 

   ①パネル展「絵はがきからたどる広島あの頃 －市内南部－」（6～9 月開催予定） 

宇品を中心に翠町、宇品港、向宇品等、市街南部の景観・施設の移り変わりを伝

える絵葉書・写真、地図等から、街の変遷と人々の営みを振り返る。  

     なお、７階閲覧室等空調設備の故障に伴い、閲覧室機能を８階に移転するため、

８階研修会議室等で開催する。 

   ②「疫禍来襲‼ 伝染病と闘う広島（仮称）」（10～12 月開催予定） 

紀要第 33 号で紹介した伝染病対策関連資料の一部を紹介する。 

   ③「戦後の青年運動と広島の復興（仮称）」（1～3 月開催予定） 

     令和４年３月にデジタルアーカイブ・システムで目録情報の公開を開始した復興

青年運動の資料を紹介する。 

  イ 紀要の発行 

    紀要第３４号・第３５号の合併号を発行する。 

 ⑷ 資料整理 

 ア デジタルアーカイブ・システムへの登録促進（役場文書、寄贈資料等） 

 イ 未整理資料の選別・整理・廃棄の促進（主務課廃棄文書、イベント関係文書等） 

 ウ 写真資料整理・登録の促進（広報課撮影写真、寄託・寄贈写真等） 

 エ 文化振興課所蔵写真等のアーカイブシステム登録・公開 

⑸ その他 

ア 次期デジタルアーカイブ・システムの機能、データ容量等の検討（令和５年度更新） 



 

 

 

  イ ７階閲覧室等の空調設備の更新（第１四半期から第４四半期） 

  ウ 文化振興課収集写真の保存活用方法等の検討 

  エ 所蔵絵葉書等のカラー化及び写真データ活用方法の検討 

 

Ⅲ 公文書等の引継ぎ・保存・廃棄 

  当館では、各課が作成した保存年限が３年以上の文書について引継ぎを受けており、令

和４年度は、令和２年度以前に完結した文書のうち、永年・１０年・５年・３年保存文書

の引継ぎを行う。 

なお、歴史資料文書がもれなく円滑に引き継げるよう、令和元年度から、主務課が歴史

資料文書としての引継ぎを希望する場合は、保存文書（現用文書）の引継書にその旨を記

載する試みを開始している。 

 

Ⅳ 令和４年度の事業実施予定 

  ※ 展示会については、他事業の進捗状況によって開催時期が移動する可能性がある。 

時期 事業の内容 

4 月 新規採用職員研修「広島の歴史と戦後復興」をビデオ配信 

5 月 広島県市町文書等保存活用連絡協議会（広文協）総会・役員会 

6 月 

閲覧室機能の一時移転（７階閲覧室⇒８階研修会議室） 

パネル展「絵はがきからたどる広島あの頃 －市街南部－」（6～9 月） 

全国公文書館長会議（東京）（6/9・10） 

7 月 
デジタルギャラリー「川・橋」公開開始 

第 20 回公文書館運営委員会 

8 月 国立公文書館アーカイブズ研修Ⅰ（1 名派遣予定） 

9 月 
令和４年度広島県市町文書等保存活用連絡協議会（広文協）第 1 回研修会 

国立国会図書館資料保存研修（京都） 

10 月 企画展「疫禍来襲！！ 伝染病と闘う広島（仮称）」（10～12 月） 

11 月 

中国・四国地区文書館等職員連絡会議（松江） 

第 46 回全国歴史資料保存利用機関連絡協議会全国（大津）大会及び研修会 

令和４年度行政文書・古文書保存管理講習会 

12 月 紀要第 34・35 号発行 

1 月 
企画展「戦後青年運動と広島の復興（仮称）」（1～3 月） 

第 21 回公文書館運営委員会 

2 月 令和４年度広島県市町文書等保存活用連絡協議会（広文協）第 2 回研修会 

 


